
平成™™年˜˜月˜˜日 木曜日 第œ›šœ号官 報
泡
消
火
薬
剤

泡
第
2
2～
８
号

2
2
.
8
.
3
1
Ｄ
Ｉ
Ｃ
株
式
会
社

東
京
都
板
橋
区
坂
下
三
丁
目
3
5

番
5
8号

〃
泡
第
2
2～
９
号

〃
〃

〃
〃

泡
第
2
2～
７
号

〃
日
本
ド
ラ
イ
ケ
ミ
カ
ル
株

式
会
社

東
京
都
品
川
区
勝
島
一
丁
目
５

番
2
1号

小
型
消
火
器

消
第
７
～
５
～
１
号
〃

〃
〃

〃
消
第
８
～
1
7～
１
号
〃

〃
〃

金
属
製
避
難
は
し

ご
は
第
2
2～
３
号

〃
有
限
会
社
ア
ト
ラ
ク
ト

東
京
都
町
田
市
木
曽
東
三
丁
目

1
9番

4
0号

〃
は
第
2
2～
４
号

〃
〃

〃
〃

は
第
2
2～
５
号

〃
〃

〃
〃

は
第
2
2～
６
号

〃
〃

〃
小
型
消
火
器

消
第
2
2～

5
8号

2
2
.
9
.
1
宮
田
工
業
株
式
会
社

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
下
町
屋
一

丁
目
１
番
１
号

中
継
器
（
ア
ナ
ロ

グ
式
、
蓄
積
式
及

び
自
動
試
験
機
能

付
）

中
第
2
2～
９
号

〃
沖
電
気
防
災
株
式
会
社

東
京
都
港
区
芝
浦
四
丁
目
３
番

４
号

Ｇ
Ｒ
型
受
信
機

（
ア
ナ
ロ
グ
式
、

蓄
積
式
及
び
自
動

試
験
機
能
付
）

受
第
2
2～

1
2号

〃
〃

〃

光
電
ア
ナ
ロ
グ
式

ス
ポ
ッ
ト
型
感
知

器（
試
験
機
能
付
）

感
第
2
2～

2
6号

〃
〃

〃

小
型
消
火
器

消
第
2
2～

5
9号

2
2
.
9
.
8
日
本
ド
ラ
イ
ケ
ミ
カ
ル
株

式
会
社

東
京
都
品
川
区
勝
島
一
丁
目
５

番
2
1号

〃
消
第
2
2～

6
0号

〃
〃

〃
流
水
検
知
装
置

流
第
2
0～
９
～
２
号

2
2
.
9
.
9
株
式
会
社
立
売
堀
製
作
所
滋
賀
県
長
浜
市
湖
北
町
小
倉

2
8
0番
地

〃
流
第
2
0～

1
3～
２
号
〃

〃
〃

〃
流
第
2
0～

4
6～
２
号
〃

〃
〃

消
防
用
ホ
ー
ス

コ
第
2
1～

2
3～
１
号

2
2
.
9
.
1
3
帝
国
繊
維
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目

５
番
1
3号

流
水
検
知
装
置

流
第
2
2～

1
3号

〃
ホ
ー
チ
キ
株
式
会
社

東
京
都
品
川
区
上
大
崎
二
丁
目

1
0番

4
3号

〃
流
第
2
2～

1
4号

〃
〃

〃
〃

流
第
2
2～

1
5号

〃
〃

〃
〃

流
第
2
2～

1
6号

〃
〃

〃
〃

流
第
2
2～

1
7号

〃
〃

〃
消
防
用
ホ
ー
ス

コ
第
2
2～

1
2号

2
2
.
9
.
1
6
オ
カ
ニ
ワ
株
式
会
社

京
都
府
京
都
市
左
京
区
北
白
川

久
保
田
町
3
5番
地

〃
コ
第
2
2～

1
5号

2
2
.
9
.
3
0
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
株
式

会
社

大
阪
府
大
阪
市
東
成
区
深
江
北

二
丁
目
１
番
1
0号

〃
コ
第
2
2～

1
4号

〃
株
式
会
社
横
井
製
作
所

大
阪
府
寝
屋
川
市
石
津
東
町
3
1

番
１
号

Ｇ
Ｒ
型
受
信
機

（
ア
ナ
ロ
グ
式
、

蓄
積
式
及
び
自
動

試
験
機
能
付
）

受
第
1
0～

2
2～
３
号
〃

日
本
フ
ェ
ン
オ
ー
ル
株
式

会
社

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
１
丁

目
５
番
1
0号

A

契
約
違
反

次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
お
け
る
投
資
受
入
国

政
府
と
被
保
証
人
と
の
契
約
の
当
該
投
資
受
入
国

政
府
に
よ
る
否
認
又
は
違
反

æ

被
保
証
人
が
、
契
約
の
否
認
又
は
違
反
に
つ

い
て
の
請
求
を
決
定
す
る
司
法
裁
判
所
又
は
仲

裁
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

ç

æ
の
裁
判
所
に
よ
る
決
定
が
機
関
の
規
則
に

従
つ
て
保
証
契
約
に
定
め
る
合
理
的
な
期
間
内

に
行
わ
れ
な
い
場
合

è

æ
の
裁
判
所
に
よ
る
決
定
を
執
行
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
五
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

三
七
七
一

二
二
、
一
〇
、
二
二

渡
邊

俊
夫

三
七
七
二

二
二
、
一
〇
、
二
二

岩
田

俊
一

三
七
七
三

二
二
、
一
〇
、
二
二

村
上
ひ
ろ
み

三
七
七
四

二
二
、
一
〇
、
二
二

柴
Ä

浩
治

三
七
七
五

二
二
、
一
〇
、
二
二

松
本

崇
宏

三
七
七
六

二
二
、
一
〇
、
二
二

寺
田

浩
士

三
七
七
七

二
二
、
一
〇
、
二
二

吉
津

雄
次

三
七
七
八

二
二
、
一
〇
、
二
二

東
本

武
司

三
七
七
九

二
二
、
一
〇
、
二
二

中
尾

利
明

三
七
八
〇

二
二
、
一
〇
、
二
二

森
藤

利
明

三
七
八
一

二
二
、
一
〇
、
二
二

荒
井

公
尊

三
七
八
二

二
二
、
一
〇
、
二
二

藤
本

龍

三
七
八
三

二
二
、
一
〇
、
二
二

石
坂

好
識

三
七
八
四

二
二
、
一
〇
、
二
二

近
藤

宣
茂

三
七
八
五

二
二
、
一
〇
、
二
二

田
中
秀
一
郎

三
七
八
六

二
二
、
一
〇
、
二
二

平
井

雅
三

三
七
八
七

二
二
、
一
〇
、
二
二

三
保

俊
輔

三
七
八
八

二
二
、
一
〇
、
二
二

吉
住

征
史

三
七
八
九

二
二
、
一
〇
、
二
二

山
Ä

昌
紀

三
七
九
〇

二
二
、
一
〇
、
二
二

深
谷
友
加
里

三
七
九
一

二
二
、
一
〇
、
二
二

赤
松

剛

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
六
十
九
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月
十
九
日
法
務
省
告
示

第
四
百
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

第
二
号
イ
の
表
の
石
原
鋼
鉄
株
式
会
社
の
項
中
「
東
京

都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
二
丁
目
十
三
番
九
号
」
を
「
東

京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
五
十
一
番
三
号
」
に
改
め
、
同
表

の
株
式
会
社
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
の
項
を
削
る
。

第
二
号
ロ
の
表
の
奥
田
ゴ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社

の
項
及
び
新
潟
竹
内
ハ
ガ
ネ
株
式
会
社
の
項
を
削
る
。

第
三
号
中
「
平
成
二
十
二
年
八
月
十
九
日
か
ら
平
成
二

十
二
年
十
一
月
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十

一
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
」
に
改
め
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
四
百
七
十
五
号

昭
和
六
十
年
十
月
十
一
日
に
ソ
ウ
ル
で
作
成
さ
れ
た

「
多
数
国
間
投
資
保
証
機
関
を
設
立
す
る
条
約
」
の
一
部

は
、
同
条
約
第
五
十
九
条
の
規
定
に
従
い
、
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
四
日
に
効
力
を
生

ず
る
。

（
平
成
二
十
二
年
八
月
十
六
日
付
け
多
数
国
間
投
資
保

証
機
関
副
総
裁
兼
官
房
長
発
書
簡
）

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日

外
務
大
臣

前
原

誠
司

１

第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条

対
象
と
な
る
危
険

æ

機
関
は
、
ç
及
び
è
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件

と
し
て
、
次
の
一
又
は
二
以
上
の
危
険
か
ら
生
ず
る

損
失
に
対
し
て
、
対
象
と
な
る
投
資
を
保
証
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ü

送
金

投
資
受
入
国
の
通
貨
を
自
由
利
用
可
能
通
貨
又

は
被
保
証
人
が
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
他
の

通
貨
に
交
換
し
て
国
外
に
送
金
す
る
こ
と
に
対
す

る
当
該
投
資
受
入
国
政
府
の
責
め
に
帰
す
べ
き
制

限
の
導
入
（
被
保
証
人
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
送
金

の
申
込
み
に
対
し
て
当
該
投
資
受
入
国
政
府
が
合

理
的
な
期
間
内
に
対
応
し
な
い
こ
と
を
含
む
。）

@

収
用
及
び
こ
れ
に
類
す
る
措
置

投
資
受
入
国
政
府
の
責
め
に
帰
す
べ
き
立
法
上

の
措
置
又
は
行
政
上
の
作
為
若
し
く
は
不
作
為
で

あ
つ
て
、
被
保
証
人
が
そ
の
投
資
を
所
有
し
、
若

し
く
は
支
配
す
る
権
利
又
は
そ
の
投
資
か
ら
生
ず

る
実
質
的
な
利
益
を
得
る
権
利
を
剥は
く

奪
す
る
効
果

を
有
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
政
府
が
自
国
の
領
域

内
に
お
け
る
経
済
活
動
を
規
制
す
る
た
め
に
通
常

と
る
非
差
別
的
な
措
置
で
一
般
的
に
適
用
さ
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

š


		2010-11-10T14:56:07+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




